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第２９回全国納豆鑑評会が１１月２１日金曜日に福島県郡山市の「郡山ビューホ

テル アネックス」において開催されました。納豆消費量連続日本一の福島での開催

であり、弊社としても期待胸躍らせて、裏方として参加しました。 

最優秀賞 国産中粒納豆伝説 ㈲高丸食品 愛知県 みのり納豆 ほのか ㈲ミドリヤ

優秀賞 小粒極小 茨城のパンダ納豆藁苞 ㈲菊水食品 茨城県 元気納豆 マルキン食品㈱

優秀賞 小粒極小 おいしい納豆 高橋食品工業㈱ 京都府 十勝の息吹 ㈱登喜和食品

優秀賞 大粒中粒 菊水の大黒 ㈲菊水食品 茨城県 北信州ふるさと納豆 阿部納豆店

優秀賞 大粒中粒 川中島納豆 ㈲増屋納豆店 長野県 京納豆大粒 藤原食品

優秀賞 小粒極小 国産こつぶ納豆 ㈱大力納豆 新潟県 北海道のわら納豆 道南平塚食品㈱

優秀賞 大粒中粒 雪あかり 水戸納豆製造㈱ 茨城県 菊水の大黒 ㈲菊水食品

優良賞 小粒極小 四代目カラシ 水戸納豆製造㈱ 茨城県 しっかり小粒 ㈲村田商店

優良賞 大粒中粒 京納豆大粒 藤原食品 京都府 安曇野 ひげた食品㈱

優良賞 小粒極小 おとぷけ納豆　小粒 社福)更葉園 北海道 国産小粒納豆 原田製油㈲

優良賞 大粒中粒 国産くろめ納豆 原田製油㈲ 大分県 夕鶴納豆 オシキリ食品㈱

今大会では東北勢振るわず、なかなか厳しい審査結果となってしまいま

した。特別賞として、東北農政局長賞に「㈲大永商店」グリーンパール納豆

こつぶちゃん、「太子食品工業㈱」北の大豆大粒、の 2社だけでした。 

関東でも茨城の 2 社だけで、中部・関西勢の台頭がありました。原材料

からこだわって作っている皆さま方のご苦労を思うと、頭が下がる思いで

す。また、次回に向けともに頑張っていきたいと力の入る大会でした。 

11月の下旬にもかかわらず、テレビから依然としてクマ出没・

被害のニュースが流れます。実際に東北の町を行けば、クマが

出た、クマが走っていった、クマが居座ったなど多くの目撃談を

お聞きします。昨年にはなかったのは、県庁所在地などの市街

地に出没が報告されていることです。 

今年９月にはクマ駆除に対し市町村長の判断で猟銃捕獲が許される「緊急銃猟」が制度化されました。警察官による

ライフル銃の使用が許可されたり、秋田では自衛隊の派遣要請が出たりと、災害級の対応となっています。 

岩手 5 名、秋田 4 名、北海道 2 名など全国で 13 名の死亡事故は過去最多と

なり、その他の人身被害も 100件を超えています。 

クマが人の遺体を食べたとの報告もあるようですが、最初から人を襲うことはあ

りません。おそらく自己防衛的に出会った人間を攻撃し、極まれに倒れた人間を

食べてみたら、食べられると学習したものとみられます。恐ろしいのは、人間は倒

せて食べられると学習したクマが、再び人間を襲う可能性があるということです。 
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鈴やラジオなどで人間の存在をクマに知らせるこ

とが大事になります。もちろん目撃情報があれば近

寄らない。特に子熊には近づかないなど、徹底した

注意が必要です。 

温暖化により冬眠せず人里におりてくるとか、太

陽光パネル設置に伴い、森林伐採がおこなわれた

からだとか、多くのことが語られていますが、根本的

に個体数が増加していることが最大の要因です。 

環境省の集計によれば、北海道のヒグマは12,000

頭、本州のツキノワグマは 42,000頭以上に増加して

おります。ハンターによる駆除件数の減少や捕まえ

ても山奥に逃がすなどしてきたことで、クマの数を減

らさなかったことが要因に挙げられます。                    新潟県クマ注意のポスター 

自治会など民間レベルで出来る対策としては、クマが出没しにくい環境整備が必要です。空き家対策のほか柿や栗

をそのままにしておかない、生ごみは夜間に出さないなどクマが近づかないようにすることも大切です。 

12 月初めには「冬眠」に入るクマ、通常飲まず食わずで過ごし排便

などもしませんが、メスの場合は冬眠中に出産し、オスよりも長く冬眠

します。ただし、リスの体温はセ氏 5度以下で深い眠りに入りますが、

クマは 32 度程度で眠りが浅く、ひとの声で目覚めることもあります。

また、冬眠中に寝場所を変えることがわかっています。冬眠中だから

安心ということはありません。冬山でも十分な注意が必要です。 

 

 東北各県とも最大限の警戒を促しています。各県のホームページには「クマ出没マップ」があります。移動の際に確認

して危険な地域には行かないなど、ひとりひとりが身を守る行動をお願いいたします。 

シカゴ大豆相場、ドル円相場

11月末 1㌴/11.25㌦ 前月比△0.47㌦、 

世界で最大の大豆消費国である中国が、米国産大豆の輸入再開を発表

したのが、11 月のはじめ。以降１０ドル後半だった相場は１１ドル半ばで推

移し、大幅な値上がりが見られません。米産トウモロコシが過去最大の収穫

量が見込まれる中、倉庫需給がひっ迫するとの見通しもあり、どこまで輸出

が伸ばせるのか動向が注視されています。                            カナダでは収穫始まる 

 

中国からの一方的な関係悪化に気をとられていますが、昨年末

と同様に円安圧力が強まっています。円安進行が輸入物価の上

昇を通じて、国内物価高をあおるのではと警戒を強めています。今

のところは国内物価を加熱するほどの影響は出ていませんが、国

内の景気回復が大命題の高市政権においては、円安からの物価

高は避けたいところであり、円買いの為替介入についても視野に

あると見られます。FOMC の利下げ観測がある中、日銀の動向に

注目が集まります。 

 

口  本社             03-3211-4831             

口  東北第一営業所    0229-54-1151             

口  山形営業所        0234-21-9144                              

口  東北第二営業所    0243-24-5818                 

口  飼料部宮城営業所     0229-25-8680     

口  飼料部福島営業所     0243-24-1240     

口  大豆選別・挽割加工工場（宮城県美里町）       

口  大豆保管定温倉庫（宮城大崎市・福島二本松市）    


